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福井県は、地域と原子力の自立的な連携を目指して、平成17年3月に「エネルギー研究

開発拠点化計画」を策定しました。この計画は、原子力発電所を単なる発電の「工場」にと

どめることなく、さまざまな原子炉が多く集積しているという本県の特徴を最大限に活かして、

福井県を原子力を中心としたエネルギーの総合的な研究開発拠点地域とするためのもの

です。 

 
 
 
 

 


